





































































































合った。「インクルーシブ教育活動室」とは、本館 2 階に位置する、TA やボ
ランティア学生の出入りする部屋である。基本的には開放されているが、不
定期に、関係者のミーティング、修学支援を希望する学生との面談等に用い

























　既述のように、週に一度、6 回開催した。水曜日の 3 限の時間に相当する






















































　企画は週に一度、6 回開催した。水曜日の 3 限の時間に相当する 13 時から











































た企画に 1 名しか来ないなど、課題が山積する状況である。表 1 のように感
想は好意的であるから、不参加の要因を探る必要があると考えた。






































生の参加者がなかったため、職員 1 人とスタッフ 3 名でツアーを行った。
〈自己主張の苦手なあなたへ〉




























3 限が入っている学生に配慮し、昼休みと 3 限にまたがる時間帯、12 時 15
分から 13 時 30 分までの開催とし、途中参加途中退室を可とした。
　また、2019 年度は第 2 ターム期間中に校舎の耐震工事があり、インクルー
シブ教育支援活動室とインクルーシブ教育支援室が通常の場所から引っ越























































































2017 年度は第 1 週にふらりとやってくる新入生が目立ち、後半は参加者が





頃から、告知事項は Tsuda net と全員宛メールに一本化され始めた。発信す
る側からすれば簡便であるが、受信する側の学生は、情報過多となり見逃し



























































































吉村麻奈美　2019 女子大学におけるグループ・アプローチの模索　津田塾大学紀要 51, pp.137-154.
109インクルーシブ教育支援室における 3 年間の「学生の居場所」活動の振り返りと展望
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